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令和３年（2021年） 丑（うし）年 
牛は、昔から農作業や物を運ぶときの労働力として、人間の生活に欠かせない大切な動物

でした。勤勉によく働く姿が「誠実さ」を象徴し、身近にいる縁起の良い動物として十二支
に加えられたと言われています。 
また、牛は、「学問の神」として崇められている菅原道真公のお使いとも言われ、道真公

が祀られている天満宮の境内には、横たわった牛の像が奉納されています。この牛の像の頭

を擦ると知恵を授かり、賢くなるとも言われています。 
令和３年（2021年）は、「牛」にあやかり、一歩一歩着実に物事を進め、自分の将来につ

ながる道をコツコツと積み上げていきましょう。 
 

令和２年（202０年） を振り返って 
令和２年（2020 年）が終わろうとしています。この一年は、世界中の誰もが一生の記憶に残

る大変な一年となってしまいました。新型コロナウイルスという未知のウイルスが出現し、
今も世界中で猛威を振るっており、人々は様々な活動を自粛・制限しながら、感染症予防に

努めて生活しています。 
学校でも、卒業式・入学式はなんとか実施できたものの３か月近くの臨時休校となりまし

た。５月 25日に学校再開となったとき、「毎日、学校に通って勉強したり、学級や生徒会の
活動をしたり、部活動に頑張ったりすることは、社会が平和で、誰もが健康でなければ実現

できないこと」なのだと痛感しました。 
ここからの１学期は、月７限・水６限も授業を入れた週 31 時間の週日課を組み、終業式

を７月 31日まで伸ばし、失った授業時間の確保を優先してきました。そして、８月 24日か
ら 12月 25日までという長い２学期を今日、無事終えることができました。この間、授業日

数は 3 年生 144 日（1・2 年生 143 日）となり、臨時休校にならなかった場合に計画してい
た２学期末までの授業日数 150日に大きく迫ることができました。不足分の 6(7)日間×6 限

の 36～42 時間は、月７限・水６限の実施や体育祭・文化祭の練習時間の短縮、夏休みの三
者懇談会などにより、十分確保できたものと考えています。これも生徒のみなさんの頑張り、

保護者・地域のみなさんのご理解とご協力の賜物と感謝しております。 
 ２学期は、感染症予防に配慮しながらも、体育祭・文化祭・修学旅行の三大行事も無事行

うことができ、また、できる限り通常の学校教育活動を進められるよう努めてきました。こ
の２学期の教育活動の内容は、次のアンケート結果が示してくれていると考えています。生

徒のみなさんの多くが、西朝明中学校での生活を肯定的に捉えてくれています。５月 25 日
の学校再開時にお願いした「学校に通えるという時間を大切に過ごして欲しい」を実践して

くれた結果がここにあると考えています。楽しい学校生活・充実した学校生活は、誰かに与
えられて得られるものではありません。自分で楽しいと思えるよう、充実していると達成感

を感じられるよう、前向きな気持ちで取り組むことで得られるものです。今後も西朝明中学
校をもっと好きに、誇りに思えるよう、充実した学校生活をつくっていきたいと思います。 
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１２月２５日(金) 

四日市市立西朝明中学校 

「新型コロナウイルス感染者が過去最高」と毎日のように報道されるほどになってきました。どこで誰が

感染してもおかしくないような心配な状況です。冬休み、ご家庭でも「マスク・手洗い・ディスタンス」の徹

底と「早ね・早おき・朝ごはん」の生活リズムの維持による十分な睡眠・栄養、不要不急の外出や大人数で

の会食の自粛等、感染予防に努めていただきますようお願いします。 

at homeな「お正月」を楽しんでいただき、元気に１月 8日の始業式に登校できるようお願いします。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人権フォーラム 

西朝明中学校 1 年生と下野小学校・八郷西小学校の 6 年

生で「中学校区人権フォーラム」を開催しました。例年は、

中学校に集まり、校区の身近な人権問題について話し合い、

意見を交わすのですが、新型コロナウイルス感染予防から

今年は、７学級を ZOOMでつなぐ新しい形を試みました。 

11月 20日（金）の人権講演会に続いて、12 月４日（金）

は、意見交換会を行いました。ZOOM の画面を通して、下野小と八郷西小の 6 年生と意見を

出し合いました。普段気づかないことがある身近な人権課題について、活発な発表がなされ

ました。３学期の人権学習につなげていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

「西朝明中学校について」のアンケート生徒結果集約　

質問内容 ④ ③ ②①

1 学校生活は楽しい。 75.0 21.3 3.7

2 学校の授業は、わかりやすい。 49.7 46.7 3.6

3
学校の授業では、めあてや学習の見通しが示され、学習の振り返りも

行われ、何をどう学習すればよいか、何ができればよいかが分かりや
53.0 40.7 6.3

4 宿題や自主学習により、毎日、家庭学習を行っている。 50.7 31.0 18.3

5 朝の読書や授業を通して、読書に関心を持つようになってきた。 60.0 25.0 15.0

6
道徳や人権の学習、学校生活を通して、自分や他人のことを大切にす

るなど、命や人権の大切さを意識するようになった。
72.7 25.0 2.3

7
体育祭・文化祭などの学校行事は自分たちが主体となって取り組み、

充実した内容にすることができた。
76.3 20.7 3.0

8
学級の係活動や掃除など、一人一人が責任をもってその役割を果たし

ている。
67.3 27.3 5.4

9 生徒会・委員会の活動は、学校生活の充実につながっている。 68.3 29.0 2.7

10 部活動に積極的に参加している。（部活動に入っている人のみ） 86.5 9.2 4.3

11
「あいさつをする」「時間を守る」「身なりを整える」などのルール

やマナーを守ろうとしている。
78.3 20.3 1.4

12
「マスク・手洗い・ディスタンス」の新しい生活様式及び栄養や睡眠

を意識し、自分の健康に気を付けている。
66.7 28.7 4.6

13
悩んだときや困ったときなど、先生たちはきちんと相談にのり、対応

してくれる。
74.0 23.3 2.7

14
先生たちは、いじめや暴力など問題となる行動があったとき、きちん

と指導してくれる。
78.7 20.3 1.0

15
西朝明中学校が好きであり、西朝明中学校の生徒であることを誇りに

思う。
61.3 29.7 9.0

④：あてはまる（そう思う）                                         ③：ややあてはまる（だいたいそう思う）

②：あまり当てはまらない（あまりそう思わない）　①：あてはまらない（そう思わない）

差別する、人を傷つけるなど、間違っていることをしている人がいたら、「それは間違っ

ている」と言える仲間に。 
あなたのそばで力になってくれる人がいるなら、その人は、あなたにとって「とても大切

な存在」。その人を大切にしよう。 
そして、自分もそんな存在になれるように。 

人権の守られている学級は、誰にとっても心地のよい学級です。 

（八郷西小 HPより転載） 

（八郷西小 HP講演資料より転載） 

※１２月２８日（月）～１月４日（月）の期間（学校閉校日並びに年末年始休業）は、学校を閉じさせていた

だきます。ご用の方は、年明け１月５日（火）８：３０以降にご連絡ください。 


